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鉄
道
防
害
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
こ
こ
数
年
、
鉄
道
防
害
（
特
に
置
石

・
置
物
）
は
4
月
～
5
月
に
か
け
て
集

中
し
て
お
り
、
年
間
事
故
発
生
率
の
38

～
47
％
が
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
後
を
断
た
な
い
鉄
道
防
害
事
故
を

防
ぐ
た
め
「
鉄
道
防
害
防
止
運
動
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
命
と
子
ど
も
の
身
の
安
全

を
守
る
た
め
、
次
の
点
を
守
っ
て
事
故

防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
○
線
路
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

　
○
踏
切
で
は
必
ら
ず
一
旦
止
っ
て
左

　
　
右
を
よ
く
み
て
渡
る
。

　
○
置
石
は
列
車
脱
線
の
も
と
で
す
。

　
　
危
い
遊
び
は
絶
対
し
な
い
。

　
○
線
路
に
異
常
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
駅

　
　
か
警
察
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

機
械
設
備
の
投
資
を

計
画
さ
れ
て
い
る
企
業
者
へ

　
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
、

小
規
模
企
業
者
が
必
要
と
す
る
新
鋭
機

械
設
備
を
割
賦
で
譲
渡
す
る
設
備
貸
与

制
度
の
受
付
を
四
月
一
日
よ
り
開
始
し

て
い
ま
す
。

○
設
備
価
額

　
二
十
万
円
以
上
一
、
五
〇
〇
万
円
以
下

○
貸
与
損
料
　
年
五
％

○
返
済
期
間
　
四
年
半

○
申
込
期
限
　
予
算
満
額
と
な
る
ま
で

　
な
お
、
申
込
者
の
資
格
要
件
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
直
接
公
社
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
新
潟
市
学
校
町
通
二
の
五
二
九
一
．
一

　
　
電
〇
二
五
二
ー
⑳
ー
○
〇
二
五

四
月
の
休
日
救
急
医

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

　
　
　
ー
長
岡
保
険
事
務
所
－

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
四
月

十
二
日
（
土
）
よ
り
新
し
い
事
務
所
で
業

務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
先
…
長
岡
市
台
町
二
－
九
－
一
七

電
話
…
〇
二
五
八
ー
三
六
ー
五
一
四
一

▽
俳
句

寒
の
入
り
生
き
る
あ
か
し
の
水
を
汲
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

白
酒
の
も
て
な
し
ば
か
り
雛
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

囲
ひ
大
根
掘
り
出
す
軒
端
雪
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳

法
燈
に
燃
え
て
裸
の
祭
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢

人
の
な
い
明
治
を
語
る
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄

春
雨
に
相
愛
傘
の
雫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼

石
の
澄
月
影
堂
の
梅
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊

ウ

山雪城人

一
掘
り
は
屋
根
に
消
し
ゆ
く
雪
疲
れ

鉢
の
水
仙
季
節
に
向
っ
て
一
途
な
る

荒
野
に
て
野
韮
引
き
抜
く
む
ほ
ん
か
な

風
花
の
湯
の
香
に
染
み
し
鳩
ぐ
る
ま

子子な山泉習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

巫
女
あ
ら
は
れ
杉
並
木
の
雪
辱
か
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

折
り
づ
る
を

　
　
　
　
折
り
て
雪
積
む
夜
の
し
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

子
等
育
つ
親
の
心
や
春
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
　
月

ス
コ
ッ
プ
の

　
　
　
さ
び
そ
む
土
間
の
日
射
し
か
な

中
里
文
芸
三
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
夫

▽
短
歌

争
い
て
猛
る
心
を
鎮
め
ん
と

　
　
　
　
吹
き
降
る
雪
の
夜
に
道
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

何
処
と
な
く
春
の
日
ざ
し
の
嬉
し
く
て

　
　
　
　
　
農
婦
等
の
声
軽
く
弾
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
ン

商
用
に
吹
雪
に
負
げ
ず
出
て
行
き
し

　
　
吾
子
の
帰
路
を
ば
案
じ
て
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

愛
憎
の
修
羅
と
も
な
れ
ず
血
を
わ
け
し

　
　
　
　
者
の
滅
び
を
耳
は
き
き
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

緋
も
う
せ
ん
夢
託
せ
し
は
幼
き
日

　
　
　
　
今
縁
談
に
と
ま
ど
い
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

光
さ
え
ふ
く
ら
み
て
来
し
思
い
し
て

　
　
　
コ
バ
ル
ト
色
に
春
は
来
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

▽
詩

　
　
霊
峰
苗
場
夕
陽
に
映
え

　
　
長
河
信
濃
郷
を
潤
し
て
流
る

　
　
千
尋
の
碧
水
万
丈
の
巖

　
　
清
津
峡
谷
我
を
忘
る
る
の
景

　
　
後
世
に
伝
う
神
秘
の
奇
談

　
　
七
つ
の
釜
底
大
蛇
棲
息

　
　
豊
穣
の
金
波
段
丘
の
秋

　
　
富
郷
中
里
永
遠
に
栄
え
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

四
月

二
九

二
七

二
〇 三 六

日 日 日 日 日

㈹
（日） （日） （日） （1到

山 富 中 池 至
口 田 条 田 誠

電医 電医 電病 電医 電堂
二院 二院 七院 二院 二医
1 1 1 1 1院
二袋 三神 三北 二本 三

一町 二明 原 五町 二西
七中 六町 八西 七浦
四 九 一　　　　　　　＿ A 六東上＿＿＿一

人
生

◎
産
　
声

　
氏
　
名

小
林
真
知
子

井
ノ
川
武
史

南高桑桑　◎磯磯廣小富
雲野原原氏昇部部田山井
キハサ直名天明聡直拓友
ノナカ江　　子子也郎美

＿＿＿＿年　　　幸正秀正　父
毒ぎ重ε令仁仁男人智幸豊窒往

来部
　
落

荒
　
屋

　
田
　
中

市
之
越

田
　
沢

小
　
原

本
屋
敷

本
屋
敷

部
　
落

東
田
尻

　
田
　
代

倉
　
俣

堀
之
内

「
呼
び
戻
そ
う

　
　
　
　
　
　
澄
ん
だ
水
を
、
魚
の
群
れ
を
」

　
　
　
　
四
月
一
日
～
三
十
日
は
河
川
美
化
月
間
で
す
。
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私たちの村
人　口 7，235（一7）

男 3，584（一7）

女 3，651（±0）

世帯数 1，655（一2）

響
一
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柳
、

三
㎝
三
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ξ
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㎜
雇
…

2月29日現在㈱
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発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民館

毎月　1回25日
定価　1部　5円

F
　
I
　
一
　
一
　
ー
　
5
　
，
　
ー
　
o
　
l
　
1
　
9
　
1
　
1
　
1
　
0
　
0
　
1
　
0
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
遜

．
・
と
幣
ザ

　
　
し
触
釜

㌦
畦
、

憶

、

靭

去る20日、上山のライスセンター近くで村民ス

キー大会クロスカントリー競技会がひらかれた。全員完走！
当日は村内各小・中学校の児童、生徒をはじめ

一般参加者など85名が参加。

それぞれ2K、5K、8Kの起伏に豊んだコース

村民スキー大会

　クロスカントリー競技会
で時間を競いあいました。競技会の記録は3面に

あります。
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▽
昭
和
五
十
五
年
度
の
村
づ
く
り
を
し
め
す
“
予
算
”
が
決
り
ま
し
た
。
△

　
▽
一
年
間
の
村
の
仕
事
を
う
ら
ず
け
る
予
算
は
一
般
会
計
で
十
六
億
△

　
　
▽
六
、
三
〇
五
万
六
千
円
、
特
別
会
計
五
億
四
、
二
八
三
万
三
千
円
△

　
　
　
▽
で
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
比
五
・
八
％
、
十
・
七
％
の
増
額
と
な
っ
て
△

　
　
　
　
▽
い
ま
す
。
予
算
の
歳
入
、
歳
出
の
内
訳
と
主
な
建
設
的
事
業
を
グ
ム

　
　
　
　
　
▽
ラ
フ
と
表
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
…
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

一般会計予算
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亀齢の多箪
　　一前年度当初比較5．8％の伸び一

　　　　　16億6，305万円

””1”1”284号””Illlllll”1

428，907
（25．8％）　　1

261121　　　　　．
115．ラ％）　土・

（lll翻教育費

（lll翻民生費

農林水産業費

土木費

（ll甥総務費i

ll甥i簾費

消防費

議会費

災害復旧費ほカ

79590：　一
（418％）…衛生費

　　　51，948
　　　（3，1％）

　　　34，423
　　　（2．1％）

　　　58，877
　　　（3．5％）

昭和55年度

　　　　　　　155，613
　　　村税　（9．3％）

　諸収入25，061（L5％）

　　　　　　　　　86，356
分担金及び負担金　（5．2％

　
　
　
　
　
％

自
主
財
源
鴻

　
　
　
　
　
20

繰入金、繰越金
　　71，500（4，3％）

822，063

（49，4％
地方交付税

国県支出金ll概）

　　　　　　　　99，600
　　　　村f責1（6．0％

　
　
　
　
　
％

依
存
財
源
　
’
6

　
　
　
　
　
79

村民1人当りに使われるお金一229，862円

　　　　　　地方譲与税交付金ほか
　　　　　　　　　　　49，197（3，0％）

村民1人当りが負担するお・金一36，908円

主なる建設的事業
区　分 工　事　名　等 金　　額

教　育
統合中学計画、調査、測量
倉俣小・中学校グラウンド
整備拡張工事

　　干円10，380

32，000

農　地 団体営土地改良事業 72，517

農村定住

対策事業

生活改善センター（田代）

多目的集会施設（貝野地区）
72，380

道　路

村道改良　　6路線
村道舗装　　7路線

87，080

道路維持費、工事請負 15，300

防雪対策消パイ事業
消パイ修理事業

15，000

林　道
小出細戸線
角間線

56，850

新林業
構造改
善事業

集会センター
　　　　　（清田山）森林総合利用施設 31，115

造　林 村行造林新植、保有 21，540

ぐ《く　宝
火　　口

復　旧

農業施設

道路橋梁

河川災害復旧

12，450

3，585

6，274

灘臨．．．．㎡
　　　　国保施設　30，668　歯科診療所31，647

　　　　簡易水道　24，480　養魚センター”，414

春
の
火
災
予
防
運
動

1
こ
れ
く
ら
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
油
断
を
火
が
狙
う
ー

　
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
強
風
が
吹

く
こ
と
の
多
い
時
期
に
当
た
り
、
四
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
の

火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
傾
向
と
し
て

は
、
一
般
住
宅
、
共
同
住
宅
等
の
建
物

火
災
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
自
力

避
難
の
で
き
な
い
幼
児
や
一
般
的
に
体

力
的
条
件
が
悪
く
、
身
体
不
自
由
な
高

令
者
が
多
い
事
に
か
ん
が
み
こ
の
運
動

で
は
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
等

を
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

で
る
と
き
　
ね
る
と
き

ひ
の
も
と
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う

’
ρ
o

O
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締
切
り
が
近
づ
き
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
特
例
納
付
は
6
月
3
0
日
ま
で
に

　
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金

の
特
例
納
付
制
度
を
御
存
知
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に
当
然
加
入

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を

長
い
こ
と
納
め
忘
れ
て
い
た
た
め
に
将

来
老
令
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、
い
わ

ゆ
る
“
無
年
金
者
”
を
救
済
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
措
置
で
す
。
特
例
納
付

は
、
昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
ニ
ケ

年
に
限
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険

騒。。鷺。。1。ワ。o》○○▽o。。。羅窮麗器憲難罷罷蹴灘達罷憲

藤．、．．．．．琴．．器．．．。（．．窮輕麗難羅窮羅窮襲難

灘鐵難灘灘糞

料
は
、
一
ケ
月
四
、
○
○
○
円
で
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、

明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
「
当
然
加
入
者
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
者
の
み
な
さ
ん
は
期
限
ま
で

に
計
画
的
に
特
例
保
険
料
を
掛
け
て
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
、
最
後

の
機
会
に
な
り
ま
す
。
是
非
と
も
特
例

納
付
で
年
金
権
を
復
活
さ
せ
、
将
来
の

生
活
設
計
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。

特例納付の締切りはあと2カ月です

征糞・③1
　　　ハ　　　　 ハ　　　　　 ヘ　　　　　ハヘ　じ　ロ　るし

　　　つn（　　　一£一＾∩ぐぼ＝ぐ

　　　　　　　　ハ　，　　　　　（つ肩♂以

望葡，％粧

見・⊂亟⊃・

A
（
〆
、

（鴻
n（

晩

（
！

．　！

一一撫†
〆

12分31秒
13分16秒
13分46秒

橋佳子（倉俣）
中由美子（田　沢）
木　俊子（田　沢）

10分58秒
11分10秒
11分13秒

木　信之（倉　俣）
口　忠宏（田　沢）

藤治（倉俣）

23分33秒
23分45秒

況
濁

村　京子（田
部　健子（田

28分05秒
28分59秒
29分18秒

ワ
　
　
　
　
子
高
田
鈴
子
鈴
江
竹
子
田
服
子
保
羽
樋

羅
鰻
講
耀
愚
晶
講

　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
◎
　
　
　
◎

33分45秒
34分16秒

　　1位　保坂　辰巳（貝　野）
　　2位　羽鳥　隆幸（貝　野）
　　3位　樋口　　晃（田　沢）

◎一般舅子
　　1位　大島康太郎（芋　沢）
　　2位　池田　博光（如来寺）

エネルギー

くらしの中で工夫を（2）
芭

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
言
葉
は
、

す
っ
か
り
定
着
し

ま
し
た
。
し
か
し
、

く
ら
し
の
中
に
、

こ
の
こ
と
ば
が
本

当
に
生
か
さ
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
が
最
大
の
テ
ー

マ
と
い
わ
れ
る
8
0

年
代
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
大
切
に
使
う

知
恵
を
、
く
ら
し
の
す
み
ず
み
に
ま
で

定
着
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
、
家
庭
の
中
で
、
家
族

み
ん
な
が
一
日
一
度
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
い
方
を
一
つ
／
＼
チ
ェ
ッ
ク
し
、
く

ら
し
を
省
み
る
こ
と
で
す
。

　
わ
ず
か
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
一

つ
／
＼
が
積
み
か
さ
な
っ
て
大
き
な
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
地
球
の
遺
産
で

あ
る
石
油
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

◎
洗
た
く
機

●
洗
た
く
も
の
は
ま
と
め
て
洗
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
洗
っ
た
あ
と
は
脱
水
し
て

か
ら
す
す
ぎ
に
か
け
る
と
、
す
す
ぎ
の

時
間
は
洗
た
く
一
回
に
つ
き
約
五
分
短

か
く
て
す
み
ま
す
。

●
洗
た
く
で
一
番
水
を
使
う
の
は
す
す

ぎ
で
、
全
体
の
約
8
0
％
で
す
。

す
す
ぎ
の
前
に
脱
水
し
ま
す
と
洗
た
く

も
の
の
洗
剤
を
ふ
り
切
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
す
す
ぎ
時
間
が
約
半
分
で
す

み
、
と
て
も
経
済
的
で
す
。

◎
掃
除
機

●
あ
ら
か
じ
め
部
屋
を
か
た
ず
け
て
お

い
て
、
一
度
に
掃
除
機
を
か
け
る
と
、

掃
除
の
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

　
主
婦
の
余
暇
の
た
め
に
も
、
電
気
の

ム
ダ
を
防
ぐ
た
め
に
も
そ
う
し
た
い
も

の
で
す
ね
。

●
ゴ
ミ
が
つ
ま
る
と
吸
引
力
が
低
下
し

ム
ダ
な
時
間
が
か
か
り
、
モ
ー
タ
ー
の

故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

こ
ま
か
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
洗
た
く
機
と
掃
除
機
の
使
用
時
間
を

一
日
そ
れ
ぐ
五
分
間
短
縮
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
里
村
全
体
で
、
一
ケ
月
に

二
百
2
入
り
ド
ラ
ム
缶
四
本
分
も
の
石

油
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蒼
蒼
釜
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
釜
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
蒼

ト
イ
レ
の
中
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
下
さ
い
。

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
毎

日
し
尿
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
作

業
を
す
る
う
え
で
こ
ま
っ
て
い
る
事
が

あ
り
ま
す
。
最
近
、
各
家
庭
か
ら
バ
キ

ュ
ー
ム
車
で
汲
取
っ
て
く
る
し
尿
の
中

に
た
い
へ
ん
多
く
の
ゴ
ミ
が
混
入
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
し
尿
処
理
の
作
業
は

ゴ
ミ
と
し
尿
を
分
離
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ゴ
ミ
が
多
く
は
い
っ
て
い

る
と
、
ゴ
ミ
処
理
作
業
に
時
間
が
か
か

り
、
担
当
者
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

便
所
の
中
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
各

家
庭
で
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〃
一
便
所
の
中
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
〃


